












はじめに 

血液の凝固系と線溶系とは,新生児においても成人の場合と同じように,あたかも車の両輪

のごとく,生体の中で homeostasis を司っていることにかわりはない。 

周知のごとく,新生児仮死の原因は,決して単一ではなく,その源を辿れば,胎児切迫仮死

(fetal distress)の究明へと連なるわけであるが,現実の問題として,出生した直後の新生

児仮死に対して如何に対処するかが周産期死亡を減少させるのに重要な鍵をにぎっている

といっても過言ではあるまい。 

わわれわれは,かねてから,新生児の血液凝固線溶系の検索をすすめていたが,最近,仮死児

のなかにむしろ血液が過凝固状態(Hypercoagula-bility)にあるものがみとめられること

に着目し,いわゆる血管内血液凝固(Disseminated Intravascular Coagulation)(DIC)と新

生児仮死との関連を追求するため ,Fibrinmonomer を Soluble fibrin monomer 

Complex(SFMC)の形で定量し,さらに血液凝固・線溶系の両者に,ともに重大な影響をおよぼ

す第XⅢ因子や,フィブリノーゲンの量およびFDP,FibrinopeptideAの変化をしらべて病態

の推移をとらえるこころみを行っているので報告し,あわせてキニン系の動態についての

成績をも述べたい。 


